
  

 

気温と湿度が高くなる 8 月は、わんちゃん・ねこちゃんの皮膚トラブルが特に増える

時期です。 

蒸れた状態が続くと、外耳炎や湿疹、カビや細菌の繁殖が起こりやすくなります。 

かゆみや赤みはもちろん、症状が悪化すると治療や通院の負担も大きくなってしま

います。 

 

 

夏の皮膚トラブルご存知ですか？ 

 
 

どんなものがあるの? 

予防するためには 

定期的なシャンプーやブラッシングで皮膚を清潔に保ちましょう。 

垂れ耳の子は耳掃除もこまめに！ 

室内の湿度管理や、濡れたままの被毛をしっかり乾かすことも大切です。 

かゆみや赤みなど異変に気付いたら、早めに動物病院へご相談ください  

・外耳炎： 

耳の中が蒸れて雑菌が増えることで炎症が起こります。 

耳をかゆがったり、においが強くなるのがサインです。 

 

・湿疹（膿皮症など）： 

皮膚に赤みやかさぶたができ、かゆみを伴います。 

放っておくと全身に広がることもあります。 

 

・真菌症（カビ）： 

特に高温多湿で繁殖しやすく、被毛が抜けて円形の脱毛になることも。 

 


